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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第12期
第２四半期
連結累計期間

第11期

会計期間
自  平成24年４月１日

至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日

至  平成24年３月31日

売上高 （千円） 5,245,209 8,320,393

経常利益 （千円） 363,617 462,641

四半期（当期）純利益 （千円） 224,355 218,756

四半期（当期）包括利益 （千円） 224,276 224,978

純資産額 （千円） 1,458,659 489,327

総資産額 （千円） 5,800,010 4,591,453

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 109.04 109.35

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － －

自己資本比率 （％） 25.1 10.4

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 426,465 1,060,067

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） △484,178 △1,194,387

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（千円） 1,022,792 932,051

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（千円） 2,731,115 1,766,115

　

回次
第12期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年７月１日

至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 48.40

(注) １  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載

しておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  当社は、平成24年６月27日付けで普通株式１株につき、普通株式５株の割合で株式分割を行っております。こ

れに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益を

算定しております。

４  第12期第１四半期連結累計期間から、四半期連結財務諸表を作成しているため、第11期第２四半期連結累計期

間については記載しておりません。

５  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、有価証券届出書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。なお、当連結会計年度の第１四半期連結累計期間から四半期連結財務諸

表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行っておりません。

(1)  業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済情勢は、東日本大震災からの復興需要とエコカー補

助金などの政策効果に支えられ回復を続けてきましたが、海外経済の減速を受け足踏み状態となってお

ります。個人消費においても夏物家電販売の好調やエコカー補助金再開に伴う自動車販売の好調もあり

堅調に推移しておりましたが、消費者マインドの改善一服や政策効果一巡などから弱含んでいる状況で

す。

国内の食産業を取り巻く環境につきましては、デフレによる低価格化競争が継続している一方で、東日

本大震災で落ち込んだ外食などのサービス消費については回復基調が続いております。

このような状況の下、当社は販売におけるサービスのさらなる充実、生産地の開拓、首都圏を中心とし

た新規出店を継続的に行ってまいりました。また、海外での店舗展開を開始するために、シンガポールに

子会社を設立しました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5,245百万円、営業利益は337百万円、経常利益は363

百万円、四半期純利益は224百万円となりました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①生産流通事業

生産流通事業では、「生販直結モデル」の一部として、地鶏、鮮魚、青果物などの生産及び流通事業を

行っております。

「塚田農場」ブランド店舗の販売好調により、地鶏の生産量の増加及び取扱い青果物の増加傾向が

続いており、生産流通事業の売上高及び利益が順調に推移する要因となっております。

また鮮魚についても、販売事業における「四十八漁場」店舗の出店継続による販売増などにより、漁

師や漁協などの提携先が増加し、取扱い流通量が増加しております。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は898百万円、セグメント利益は79百万円と

なりました。

　

②販売事業

販売事業では、「生販直結モデル」の一部として外食店舗及び中食店舗を運営しております。
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「塚田農場」ブランドの店舗を中心に既存店舗の売上が好調に推移しております。

また当四半期連結累計期間において継続して新規出店を行い直営店舗は10店舗増加し、そのうち当

第２四半期において「塚田農場」を２店舗出店し、直営店舗数は84店舗となりました。新規出店のうち

１店舗は群馬県に２店舗目のロードサイド店舗を出店しており、今後、首都圏以外の地域へも出店エリ

アを拡大していく方針です。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は4,795百万円、セグメント利益は251百万円

となりました。

　

(2)  キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は前連結

会計年度末より965百万円増加し、2,731百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における各

キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動により得られた資金は426百万円となりました。これは主

に税引前連結四半期純利益374百万円によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は484百万円となりました。これは主

に新規出店に伴う有形固定資産の取得による支出366百万円と、保証金の差入による支出141百万円によ

るものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動により得られた資金は1,022百万円となりました。これは

主に公募増資による収入746百万円と、新規出店資金の調達のための長期借入による収入479百万円によ

るものであります。

　

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(4)  従業員

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの従業員は60名増加し、360名となりました。この主

な理由は、販売事業において店舗数が拡大したことによるものです。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

　

②  【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,394,250 2,475,950
東京証券取引所
（マザーズ）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社
の標準となる株式でありま
す。また、１単元の株式数は
100株であります。

計 2,394,250 2,475,950 － －

（注）平成24年10月23日を払込期日とする第三者割当増資により、発行済株式総数が81,700株増加しており

ます。

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

 平成24年９月24日
(注)１

350,0002,394,250378,350407,200378,350387,200

(注)１．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格 2,350円

引受価額 2,162円

資本組入額 1,081円

払込金額総額 756,700千円

　

２.平成24年10月23日を払込期日とする有償第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出しに関連した

第三者割当）により、発行済株式総数が81,700株、資本金及び資本準備金がそれぞれ88,317千円増加しており

ます。

　

(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数

（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

米山久 東京都目黒区 1,203,300 50.26

ＭＴＲインベストメント株

式会社

東京都八王子市元八王子町２丁目

1100－７

225,000 9.40

吉野勝己 東京都港区 65,000 2.71

ＢＮＹＭ　ＳＡ RUE MONTOYER 46 1000 BRU

SSELS BELGIUM

56,200 2.35

エー・ピーカンパニー従業

員持株会

東京都港区赤坂２丁目17－22 41,550 1.74

大久保伸隆 東京都港区 36,000 1.50

野本良平 千葉県習志野市 30,000 1.25

里見順子 東京都港区 30,000 1.25

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８－11 26,700 1.12

日本証券金融株式会社 東京都中央区 26,400 1.10

計 － 1,740,150 72.68

　

EDINET提出書類

株式会社エー・ピーカンパニー(E26842)

四半期報告書

 8/28



　

(7) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,394,000 23,940
完全議決権株式であり、権利関係
に何ら限定のない、当社における
標準となる株式であります。

単元未満株式 普通株式 250 － －

発行済株式総数 　 2,394,250 － －

総株主の議決権 － 23,940 －

　

②  【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

－ － － － － －

計 － － － － －
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１

日から平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。

　

EDINET提出書類

株式会社エー・ピーカンパニー(E26842)

四半期報告書

11/28



１　【四半期連結財務諸表】
(1)　【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,766,115 2,731,115

売掛金 338,907 287,432

たな卸資産 ※１
 100,802

※１
 130,648

繰延税金資産 48,468 45,481

その他 117,491 128,639

貸倒引当金 △6,996 △4,444

流動資産合計 2,364,789 3,318,873

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,439,248 1,656,313

減価償却累計額 △382,684 △487,244

建物及び構築物（純額） 1,056,563 1,169,069

工具、器具及び備品 529,884 642,926

減価償却累計額 △228,602 △305,333

工具、器具及び備品（純額） 301,282 337,593

リース資産 70,090 70,067

減価償却累計額 △41,327 △48,761

リース資産（純額） 28,762 21,306

その他 110,920 138,226

減価償却累計額 △53,871 △63,346

その他（純額） 57,048 74,879

有形固定資産合計 1,443,657 1,602,849

無形固定資産

のれん 7,880 7,388

ソフトウエア 11,149 10,094

その他 16 16

無形固定資産合計 19,046 17,498

投資その他の資産

敷金及び保証金 678,813 771,666

長期前払費用 78,829 82,255

繰延税金資産 291 291

その他 10,930 11,620

貸倒引当金 △4,903 △5,043

投資その他の資産合計 763,960 860,789

固定資産合計 2,226,663 2,481,136

資産合計 4,591,453 5,800,010
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 379,725 375,679

短期借入金 50,000 50,000

1年内償還予定の社債 151,000 171,000

1年内返済予定の長期借入金 ※２
 449,843

※２
 555,659

リース債務 14,368 13,579

未払金 64,557 22,111

未払費用 404,349 436,773

未払法人税等 180,660 157,617

役員賞与引当金 40,000 －

その他 190,747 202,756

流動負債合計 1,925,252 1,985,176

固定負債

社債 595,500 600,000

長期借入金 ※２
 1,405,334

※２
 1,563,909

リース債務 15,113 8,262

繰延税金負債 1,645 1,645

資産除去債務 470 474

その他 158,808 181,884

固定負債合計 2,176,872 2,356,174

負債合計 4,102,125 4,341,351

純資産の部

株主資本

資本金 28,850 407,200

資本剰余金 8,850 387,200

利益剰余金 439,982 664,338

株主資本合計 477,682 1,458,738

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 － △79

その他の包括利益累計額合計 － △79

少数株主持分 11,644 －

純資産合計 489,327 1,458,659

負債純資産合計 4,591,453 5,800,010
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(2)　【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 5,245,209

売上原価 1,667,275

売上総利益 3,577,934

販売費及び一般管理費 ※
 3,240,930

営業利益 337,003

営業外収益

受取利息及び配当金 174

協賛金収入 56,514

その他 11,806

営業外収益合計 68,495

営業外費用

支払利息 23,961

新株発行費 10,373

社債発行費 4,479

その他 3,067

営業外費用合計 41,881

経常利益 363,617

特別利益

負ののれん発生益 10,644

特別利益合計 10,644

特別損失

固定資産除却損 131

特別損失合計 131

税金等調整前四半期純利益 374,130

法人税、住民税及び事業税 146,788

法人税等調整額 2,986

法人税等合計 149,775

少数株主損益調整前四半期純利益 224,355

四半期純利益 224,355
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 224,355

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △79

その他の包括利益合計 △79

四半期包括利益 224,276

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 224,276

少数株主に係る四半期包括利益 －
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(3)　【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 374,130

減価償却費 200,496

長期前払費用償却額 16,992

負ののれん発生益 △10,644

支払利息 21,052

売上債権の増減額（△は増加） 51,475

たな卸資産の増減額（△は増加） △29,846

仕入債務の増減額（△は減少） △4,046

未払金の増減額（△は減少） △34,133

未払費用の増減額（△は減少） 32,025

その他 13,326

小計 630,829

利息及び配当金の受取額 174

利息の支払額 △23,705

法人税等の支払額 △180,831

営業活動によるキャッシュ・フロー 426,465

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △366,450

子会社株式の取得による支出 △1,000

長期前払費用の取得による支出 △19,762

敷金及び保証金の差入による支出 △141,722

敷金及び保証金の回収による収入 46,316

その他 △1,559

投資活動によるキャッシュ・フロー △484,178

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 479,000

長期借入金の返済による支出 △214,609

社債の発行による収入 97,740

社債の償還による支出 △75,500

株式の発行による収入 746,326

その他 △10,165

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,022,792

現金及び現金同等物に係る換算差額 △79

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 965,000

現金及び現金同等物の期首残高 1,766,115

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,731,115
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【継続企業の前提に関する事項】

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)
（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更）
　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した
有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。
　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利
益はそれぞれ6,732千円増加しております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

　　税金費用の計算
　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利
益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　
　

　

　

【追加情報】
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  たな卸資産の内訳

　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

商品及び製品 84,773千円 110,304千円

仕掛品 2,401千円 9,487千円

原材料 13,628千円 10,857千円

　

※２  タームローン契約

当第２四半期連結会計期間（平成24年９月30日）

当社は、設備投資資金の効率的な調達を行うため、取引銀行１行とタームローン契

約を締結しております。当第２四半期連結会計期間末におけるタームローンに係る

借入未実行残高等は次のとおりであります。

　

タームローンの総額 300,000千円

借入実行残高 120,000千円

差引額 180,000千円

なお、当契約には財務制限条項が付されており、下記の条項の遵守を確約しており

ます。

(1)平成24年３月期以降の各事業年度の末日における当社単体の貸借対照表にお

いて、純資産の部の合計額を、平成23年３月期の末日における純資産の部の合計額

又は前事業年度の末日における純資産の部の合計額のいずれか大きい方の75％以

上に維持すること。

(2)平成24年３月期以降の各事業年度の当社単体の損益計算書において、営業損益

の金額を零円以上に維持すること。
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(四半期連結損益計算書関係)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

給与及び手当 1,413,427千円

賃借料 484,681千円

減価償却費 189,718千円

貸倒引当金繰入額 △2,411千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

　

　
当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

現金及び預金 2,731,115千円

現金及び現金同等物 2,731,115千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

１  配当金支払額

　　該当事項はありません。

　

２  基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

当社は、平成24年９月24日を払込期日とする一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株

発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ378,350千円増加しております。この結果、当第２四半期連

結会計期間末において資本金が407,200千円、資本剰余金が387,200千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結財務
諸表計上額
(注)２生産流通事業 販売事業 合計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 459,6434,785,5655,245,209 － 5,245,209

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

439,353 10,200449,553△449,553 －

計 898,9974,795,7655,694,762△449,5535,245,209

セグメント利益 79,354 251,701331,056 5,947 337,003

(注) １  セグメント利益の調整額は、連結上ののれんの償却額△492千円及びたな卸資産の調整額6,440千円でありま

す。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 109円04銭

(算定上の基礎) 　

四半期純利益金額(千円) 224,355

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 224,355

普通株式の期中平均株式数(千株) 2,057

(注)１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２ 当社は、平成24年６月27日付けで普通株式１株につき、普通株式５株の割合で株式分割を行っております。これに伴

い、当連結会計年度の期首に分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。
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(重要な後発事象)

当第２四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日）

（有償第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当））

　平成24年８月20日及び平成24年９月３日開催の当社取締役会において、第三者割当による新株式の発行を

決議し、平成24年10月23日に払込みが完了いたしました。

① 発行株式の種類及び数 当社普通株式　81,700株

② 割当価格 １株につき2,162円

③ 割当価格の総額 176,635千円

④ 資本組入額 １株につき1,081円

⑤ 資本組入額の総額 88,317千円

⑥ 割当先及び割当株式数 野村證券株式会社　81,700株

⑦ 払込期日 平成24年10月23日

⑧ 資金使途 販売事業における新規出店予定の外食直営店舗の出店に関わる

物件費及び内装設備費

　

（重要な設備投資）

　当社は、平成24年10月23日開催の取締役会において、下記のとおり新工場の建設を決議いたしました。

①　設備投資の目的

　今後の塚田農場の出店拡大、並行して地頭鶏の増産体制構築のため、子会社の㈱地頭鶏ランド日南にお

いて、宮崎県西都市との間で立地協定書を締結の上、同市内に食鳥処理加工を行う新工場を建設し、生産

体制を増強いたします。

　
②　設備投資の内容

所在地 ：宮崎県西都市

名称 ：じとっこ西都加工センター

投資金額 ：約170,000千円

　
③　設備導入時期

着工予定 ：平成24年11月

竣工予定 ：平成25年３月

　
④　今後の見通し

　新工場の稼働開始時期は平成25年３月初旬からの予定ですので、当期（平成25年３月期）の損益への影

響は軽微であります。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月13日

株式会社エー・ピーカンパニー

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    尾　関    　純 　　　   印
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    阿　部　　　博　　　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社エー・ピーカンパニーの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結
会計期間(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成 24年４月１日か
ら平成24年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エー・ピーカンパニー及び連結子会
社の平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び
キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ
なかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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